
○危険・有害な物質に対する個別規制対象外の物質でも、使用量や使用法によっては労働者の安全や健康に害を及ぼ
すおそれ（「胆管がん事案」の原因物質も発生時は特別規則による個別規制対象外） 

現行 改正後 

○一定の危険性・有害性が確認されている化学物質（安全データシート（SDS）の交付が義務づけられて
いる640物質）について、事業者に危険性又は有害性等の調査（リスクアセスメント）を義務付ける。 
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石綿等 重度の健康障害あり 
（十分な防止対策なし） 

健康障害多発 
（特にリスクの高い業務あり） 

ＰＣＢ等 

一定の危険・有害な物質 

危険性・有害性が確認されていない物質 

健康障害発生 
（使用量や使用法 
 によってリスクあり） 

8物質 

116物質 

640物質 

約6万物質 

胆管がん 
発生 

【制度改正の概要】 

 １．化学物質管理のあり方の見直し ※新規法改正事項 

２ 




